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(57)【要約】
【課題】内視鏡の基端側から挿入部の先端まで連通する
管路を容易に洗浄することができる内視鏡洗浄用ブラシ
を提供すること。
【解決手段】内視鏡洗浄用ブラシは、基部と、前記基部
から延びている線状部材と、前記線状部材の一部の外周
に設けられている第１ブラシ部と、前記線状部材の前記
第１ブラシ部よりも先端側の外周に設けられており、前
記第１ブラシ部より小さい径を有する第２ブラシ部と、
を備える。好ましくは、前記線状部材は、前記第１ブラ
シ部が設けられた大径部と、前記第２ブラシ部が設けら
れており、前記線状部材が延伸する方向に直交する面内
において前記大径部より小径な小径部と、を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基部と、
　前記基部から延びている線状部材と、
　前記線状部材の一部の外周に設けられている第１ブラシ部と、
　前記線状部材の前記第１ブラシ部よりも先端側の外周に設けられており、前記第１ブラ
シ部より小さい径を有する第２ブラシ部と、
　を備えることを特徴とする内視鏡洗浄用ブラシ。
【請求項２】
　前記線状部材は、前記第１ブラシ部が設けられた大径部と、前記第２ブラシ部が設けら
れており、前記線状部材が延伸する方向に直交する面内において前記大径部より小径な小
径部と、を含むことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄用ブラシ。
【請求項３】
　前記小径部の長さは、吸引管路、送気送水管路、処置具挿通用管路のいずれか１つの管
路よりも長いことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡洗浄用ブラシ。
【請求項４】
　前記線状部材は、前記第１ブラシ部又は前記第２ブラシ部を含む部分が着脱可能である
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の内視鏡洗浄用ブラシ。
【請求項５】
　前記線状部材は、前記第１ブラシ部又は前記第２ブラシ部を含む部分が螺合により取り
付けられていることにより着脱可能であることを特徴とする請求項４に記載の内視鏡洗浄
用ブラシ。
【請求項６】
　前記線状部材は、前記線状部材が延伸する方向の長さを調整する長さ調整機構を有する
ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１つに記載の内視鏡洗浄用ブラシ。
【請求項７】
　前記線状部材は、前記第１ブラシ部が設けられている管状部材と、前記第２ブラシ部が
設けられており、前記管状部材に挿通されている棒状部材と、を含み、
　前記長さ調整機構は、前記管状部材から前記棒状部材が突出する長さを調整した状態で
互いの位置を固定することにより前記線状部材の長さの調節を行う固定機構を有すること
を特徴とする請求項６に記載の内視鏡洗浄用ブラシ。
【請求項８】
　前記線状部材には、前記線状部材の長さを示す指標が設けられていることを特徴とする
請求項６又は７に記載の内視鏡洗浄用ブラシ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡洗浄用ブラシに関する。
【背景技術】
【０００２】
　被検体内に挿入して被検体の診断を行う内視鏡は、その基端側から、被検体内に挿入す
る挿入部の先端まで連通する吸引管路、送気送水管路、処置具挿通用管路等の各種管路を
備える。これらの管路には、内視鏡による診断時に、患者の血液、粘液、分泌液等が進入
する場合がある。そのため、内視鏡による診断を行った後には、感染症の伝播を予防する
ため、ブラシを用いてこれらの管路を十分に洗浄する必要がある。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、処置具挿通用管路の洗浄用として、基材の両端に径が異なる
２つのブラシが設けられている内視鏡洗浄用ブラシが開示されている。この内視鏡洗浄用
ブラシでは、一端に設けられた大径の洗浄ブラシで処置具挿入口付近の管路を洗浄し、他
端に設けられた小径の洗浄ブラシで先端側の管路を洗浄することにより、１つの内視鏡洗
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浄用ブラシで処置具挿通用管路全体を洗浄することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開第２０１０／０６７８０８号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の内視鏡洗浄用ブラシを用いて処置具挿通用管路の洗
浄を行う場合、処置具挿通用管路から大径又は小径の洗浄ブラシを引き抜いて、他方の洗
浄ブラシを再度処置具挿通用管路に挿入する手間がかかるという課題があった。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、内視鏡の管路を容易に洗浄することが
できる内視鏡洗浄用ブラシを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明の一態様に係る内視鏡洗浄用ブ
ラシは、基部と、前記基部から延びている線状部材と、前記線状部材の一部の外周に設け
られている第１ブラシ部と、前記線状部材の前記第１ブラシ部よりも先端側の外周に設け
られており、前記第１ブラシ部より小さい径を有する第２ブラシ部と、を備えることを特
徴とする。
【０００８】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡洗浄用ブラシは、前記線状部材は、前記第１ブラシ
部が設けられた大径部と、前記第２ブラシ部が設けられており、前記線状部材が延伸する
方向に直交する面内において前記大径部より小径な小径部と、を含むことを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡洗浄用ブラシは、前記小径部の長さは、吸引管路、
送気送水管路、処置具挿通用管路のいずれか１つの管路よりも長いことを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡洗浄用ブラシは、前記線状部材は、前記第１ブラシ
部又は前記第２ブラシ部を含む部分が着脱可能であることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡洗浄用ブラシは、前記線状部材は、前記第１ブラシ
部又は前記第２ブラシ部を含む部分が螺合により取り付けられていることにより着脱可能
であることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡洗浄用ブラシは、前記線状部材は、前記線状部材が
延伸する方向の長さを調整する長さ調整機構を有することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡洗浄用ブラシは、前記線状部材は、前記第１ブラシ
部が設けられている管状部材と、前記第２ブラシ部が設けられており、前記管状部材に挿
通されている棒状部材と、を含み、前記長さ調整機構は、前記管状部材から前記棒状部材
が突出する長さを調整した状態で互いの位置を固定することにより前記線状部材の長さの
調節を行う固定機構を有することを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明の一態様に係る内視鏡洗浄用ブラシは、前記線状部材には、前記線状部材
の長さを示す指標が設けられていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、内視鏡の管路を容易に洗浄することができる内視鏡洗浄用ブラシを実



(4) JP 2017-202128 A 2017.11.16

10

20

30

40

50

現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、本発明の実施の形態に係る内視鏡洗浄用ブラシの構成を示す模式図であ
る。
【図２】図２は、図１に示す内視鏡洗浄用ブラシを用いて内視鏡の洗浄を行う様子を表す
模式図である。
【図３】図３は、実施の形態の変形例１に係る内視鏡洗浄用ブラシの小径部の先端を拡大
した部分断面図である。
【図４】図４は、実施の形態の変形例２に係る内視鏡洗浄用ブラシの小径部の先端を拡大
した部分断面図である。
【図５】図５は、実施の形態の変形例３に係る内視鏡洗浄用ブラシの小径部の先端を拡大
した模式図である。
【図６】図６は、実施の形態の変形例４に係る内視鏡洗浄用ブラシの小径部の先端を拡大
した模式図である。
【図７】図７は、実施の形態の変形例５に係る内視鏡洗浄用ブラシの小径部の先端を拡大
した模式図である。
【図８】図８は、実施の形態の変形例６に係る内視鏡洗浄用ブラシの大径部と小径部との
接続部を拡大した部分断面図である。
【図９】図９は、実施の形態の変形例７に係る内視鏡洗浄用ブラシの大径部と小径部との
接続部を拡大した部分断面図である。
【図１０】図１０は、実施の形態の変形例７に係る内視鏡洗浄用ブラシの大径部と小径部
との接続部を拡大した側面図である。
【図１１】図１１は、実施の形態の変形例８に係る内視鏡洗浄用ブラシの大径部と小径部
との接続部を拡大した部分断面図である。
【図１２】図１２は、実施の形態の変形例９に係る内視鏡洗浄用ブラシの大径部と小径部
との接続部を拡大した部分断面図である。
【図１３】図１３は、図１２のＡ－Ａ線断面に対応する図である。
【図１４】図１４は、実施の形態の変形例１０に係る内視鏡洗浄用ブラシの大径部と小径
部との接続部を拡大した部分断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に、図面を参照して本発明に係る内視鏡洗浄用ブラシの実施の形態を説明する。な
お、これらの実施の形態により本発明が限定されるものではない。以下の実施の形態にお
いては、内視鏡の吸引管路、送気送水管路、処置具挿通用管路を洗浄する際に用いる内視
鏡洗浄用ブラシを例示して説明するが、本発明は、内視鏡の基端側から挿入部の先端まで
連通する各種管路を洗浄する際に用いる内視鏡洗浄用ブラシ一般に適用することができる
。
【００１８】
　また、図面の記載において、同一又は対応する要素には適宜同一の符号を付している。
また、図面は模式的なものであり、各要素の寸法の関係、各要素の比率などは、現実と異
なる場合があることに留意する必要がある。図面の相互間においても、互いの寸法の関係
や比率が異なる部分が含まれている場合がある。
【００１９】
（実施の形態）
　図１は、本発明の実施の形態に係る内視鏡洗浄用ブラシの構成を示す模式図である。図
１に示すように、本実施の形態に係る内視鏡洗浄用ブラシ１は、使用者が把持する部分で
ある基部２と、基部２から延びている線状部材３と、線状部材３の一部の外周に設けられ
ている第１ブラシ部としての大径ブラシ部４及び第２ブラシ部としての小径ブラシ部５と
、を備える。なお、以下本明細書において、基部２側を基端側、基部２と反対側（小径ブ
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ラシ部５側）を先端側とする。
【００２０】
　線状部材３は、円形の断面をなす長尺な線状の部材であって、基部２側に設けられた大
径部３ａと、大径部３ａより先端側に設けられた小径部３ｂと、からなる。ただし、線状
部材３の断面形状は、円形に限られない。線状部材３の長さは、洗浄する管路より長くさ
れている。
【００２１】
　大径部３ａの外周には、大径ブラシ部４が設けられている。大径部３ａの長さは、洗浄
する管路の入り口付近の口径が大きい部分を大径ブラシ部４により洗浄するのに十分な長
さであればよく、例えば数ｃｍである。
【００２２】
　小径部３ｂの外周には、小径ブラシ部５が設けられている。小径部３ｂの長さは、洗浄
する管路の先端から小径ブラシ部５を突出させるのに十分な長さであればよい。小径部３
ｂの長さは、例えば、洗浄する管路の長さよりも長く、例えば数十ｃｍ～百数十ｃｍ程度
である。小径部３ｂは、線状部材３が延伸する方向に直交する面内において大径部３ａよ
り径が小さい。なお、大径部３ａと小径部３ｂとの接続部は、図１に示すように大径部３
ａから小径部３ｂに向かって径が小さくなるテーパ状にされていてもよいが、形状は特に
限定されない。
【００２３】
　大径ブラシ部４は、大径部３ａの外周に設けられており、大径部３ａから放射状に突設
されたブラシを有する。線状部材３が延伸する方向に直交する面内において、大径ブラシ
部４のブラシの径（ブラシの外周が形成する直径）は、例えば５ｍｍであるが、洗浄する
管路の径に応じて適宜変更することができる。
【００２４】
　小径ブラシ部５は、大径部３ａよりも先端側の小径部３ｂの外周に設けられており、小
径部３ｂから放射状に突設されたブラシを有する。線状部材３が延伸する方向に直交する
面内において、小径ブラシ部５のブラシの径（ブラシの外周が形成する直径）は大径ブラ
シ部４より径が小さく、例えば１ｍｍ～２ｍｍであるが、洗浄する管路の径に応じて適宜
変更することができる。
【００２５】
　図２は、図１に示す内視鏡洗浄用ブラシを用いて内視鏡の洗浄を行う様子を表す模式図
である。図２に示すように、内視鏡１０には、吸引口１１と、送気送水口１２と、処置具
挿入口１３と、開口部１４と、が形成されている。
【００２６】
　吸引口１１は、吸引口１１から開口部１４まで連通している吸引管路の入り口である。
吸引管路は、吸引口１１から基端側に設けられた不図示のコネクタ部の吸引口金まで連通
している。吸引管路は、内視鏡１０を用いた診断時に、被検体内の液体や空気等を吸引す
るための管路であり、吸引口金に吸引ポンプを接続することにより吸入を行うことができ
る。なお、内視鏡１０の使用時には、吸引口１１に吸引ボタンが取り付けられているが、
内視鏡１０の洗浄時には、この吸引ボタンを取り外して吸引口１１に内視鏡洗浄用ブラシ
１を挿入して洗浄する。
【００２７】
　送気送水口１２は、送気送水口１２から先端側に設けられた不図示のノズルまで連通し
ている送気送水管路の入り口である。送気送水管路は、送気送水口１２から基端側に設け
られた不図示のコネクタ部の送気送水口金まで連通している。送気送水管路は、内視鏡１
０を用いた診断時に、被検体内に送水又は送気するための管路であり、送気送水口金に送
気ポンプ又は送水ポンプを接続することにより送気又は送水を行うことができる。なお、
内視鏡１０の使用時には、送気送水口１２に送気送水ボタンが取り付けられているが、内
視鏡１０の洗浄時には、この送気送水ボタンを取り外して送気送水口１２に内視鏡洗浄用
ブラシ１を挿入して洗浄する。
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【００２８】
　処置具挿入口１３は、処置具挿入口１３から開口部１４まで延伸する処置具挿通用管路
の入り口である。処置具挿通用管路は、内視鏡１０を用いた診断時に、鉗子等の処置具を
用いた処置を行うため、処置具の先端を内視鏡１０の先端まで導くための管路である。な
お、内視鏡１０の洗浄時には、処置具挿入口１３に内視鏡洗浄用ブラシ１を挿入して洗浄
する。
【００２９】
　次に、内視鏡洗浄用ブラシ１を用いて内視鏡１０を洗浄する方法について説明する。こ
こでは、内視鏡洗浄用ブラシ１を用いて内視鏡１０の処置具挿通用管路を洗浄する方法を
説明するが、吸引管路及び送気送水管路も同様の方法で洗浄することができるので、説明
を省略する。
【００３０】
　はじめに、使用者は、内視鏡洗浄用ブラシ１を小径ブラシ部５側から処置具挿入口１３
に挿入する。すると、小径ブラシ部５が処置具挿通用管路の内壁を洗浄しながら先端に向
かって処置具挿通用管路内を進む。このとき、大径部３ａの径が大きくされているため、
内視鏡洗浄用ブラシ１を処置具挿通用管路内に挿入する際に、大径部３ａが座屈を起こす
ことが防止されている。そして、小径部３ｂが処置具挿通用管路より長いため、大径ブラ
シ部４が処置具挿入口１３に到達する前に、小径ブラシ部５が開口部１４から突出する。
【００３１】
　続いて、使用者は、開口部１４から突出した小径ブラシ部５を指で揉み洗いして汚れを
落とす。
【００３２】
　その後、使用者は、内視鏡洗浄用ブラシ１を処置具挿通用管路にさらに挿入する。する
と、大径ブラシ部４が処置具挿入口１３に挿入される。このときも同様に、大径部３ａの
径が大きくされているため、大径部３ａを処置具挿通用管路内に挿入する際に、大径部３
ａが座屈を起こすことが防止されている。そして、使用者は基部２を把持し、内視鏡洗浄
用ブラシ１を処置具挿通用管路内で一回転させ、処置具挿入口１３付近の管路を大径ブラ
シ部４により洗浄する。
【００３３】
　続いて、使用者は、基部２を把持し、内視鏡洗浄用ブラシ１を処置具挿通用管路内から
引き抜く。さらに、使用者は、大径ブラシ部４を指で揉み洗いして汚れを落とす。以上説
明した一連の動作を汚れが落ちるまで数回繰り返し、洗浄が終了する。
【００３４】
　以上説明したように、実施の形態によれば、基部２に対して同じ方向に大径ブラシ部４
と小径ブラシ部５とが連設されているため、ブラシを入れ替えることなく管路の洗浄を行
うことができる。従って、内視鏡洗浄用ブラシ１は、内視鏡の管路を容易に洗浄すること
ができる内視鏡洗浄用ブラシである。
【００３５】
　なお、内視鏡洗浄用ブラシ１は、洗浄液に浸漬させる等の適切な処理を行うことにより
再利用可能なものであってもよく、使用するたびに廃棄する使い捨てのものであってもよ
い。
【００３６】
（変形例１）
　図３は、実施の形態の変形例１に係る内視鏡洗浄用ブラシの小径部の先端を拡大した部
分断面図である。図３に示すように、変形例１に係る内視鏡洗浄用ブラシの小径部３Ａｂ
は、小径部３Ａｂの先端に設けられたネジ部３Ａｂａと、ネジ部３Ａｂａと螺合可能なネ
ジ穴部３Ａｂｂと、ネジ穴部３Ａｂｂに固定されており、小径ブラシ部５が設けられてい
る先端部３Ａｂｃと、を有する。
【００３７】
　変形例１に係る内視鏡洗浄用ブラシでは、ネジ部３Ａｂａとネジ穴部３Ａｂｂとからな
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る着脱機構により、小径ブラシ部５を含む部分が螺合により取り付けられていることによ
り着脱可能とされている。そのため、この内視鏡洗浄用ブラシでは、洗浄する管路の口径
に合わせて、適切なブラシの径を有する小径ブラシ部５を取り付けて洗浄することができ
る。
【００３８】
（変形例２）
　図４は、実施の形態の変形例２に係る内視鏡洗浄用ブラシの小径部の先端を拡大した部
分断面図である。図４に示すように、変形例２に係る内視鏡洗浄用ブラシの小径部３Ｂｂ
は、小径部３Ｂｂの先端に設けられたネジ穴部３Ｂｂａと、ネジ穴部３Ｂｂａに螺合可能
なネジ部３Ｂｂｂと、ネジ部３Ｂｂｂに固定されており、小径ブラシ部５が設けられてい
る先端部３Ｂｂｃと、を有する。変形例２のように、変形例１に対して、ネジ部とネジ穴
部とが逆の配置であってもよい。
【００３９】
（変形例３）
　図５は、実施の形態の変形例３に係る内視鏡洗浄用ブラシの小径部の先端を拡大した模
式図である。図５は、左から切欠部３Ｃｂａの側面図、切欠部３Ｃｂａを先端側から見た
図、嵌合部３Ｃｂｂを基端側から見た図、嵌合部３Ｃｂｂの側面図を表す。図５に示すよ
うに、変形例３に係る内視鏡洗浄用ブラシの小径部３Ｃｂは、小径部３Ｃｂの先端に設け
られており、側面視が円柱状の切欠部３Ｃｂａと、先端が球状であり、切欠部３Ｃｂａに
嵌合可能な嵌合部３Ｃｂｂと、嵌合部３Ｃｂｂに固定されており、小径ブラシ部５が設け
られている先端部３Ｃｂｃと、を有する。また、切欠部３Ｃｂａと嵌合部３Ｃｂｂとは、
互いに引き合う磁石からなる、又は、一方が磁石からなり、他方が磁性体からなる。
【００４０】
　変形例３に係る内視鏡洗浄用ブラシでは、切欠部３Ｃｂａと嵌合部３Ｃｂｂとからなる
着脱機構により、小径ブラシ部５を含む部分が嵌合により取り付けられていることにより
着脱可能とされている。そのため、この内視鏡洗浄用ブラシでは、洗浄する管路の口径に
合わせて、適切なブラシの径を有する小径ブラシ部５を取り付けて洗浄することができる
。
【００４１】
（変形例４）
　図６は、実施の形態の変形例４に係る内視鏡洗浄用ブラシの小径部の先端を拡大した模
式図である。図６は、左から切欠部３Ｄｂａの側面図、切欠部３Ｄｂａを先端側から見た
図、嵌合部３Ｄｂｂを基端側から見た図、嵌合部３Ｄｂｂの側面図を表す。図６に示すよ
うに、変形例４に係る内視鏡洗浄用ブラシの小径部３Ｄｂは、小径部３Ｄｂの先端に設け
られており、側面視が長方形の切欠部３Ｄｂａと、先端が板状であり、切欠部３Ｄｂａに
嵌合可能な嵌合部３Ｄｂｂと、小径ブラシ部５が設けられている先端部３Ｄｂｃと、を有
する。また、切欠部３Ｄｂａと嵌合部３Ｄｂｂとは、互いに引き合う磁石からなる、又は
、一方が磁石からなり、他方が磁性体からなる。変形例４のように、切欠部３Ｄｂａ及び
嵌合部３Ｄｂｂの形状は特に限定されない。
【００４２】
（変形例５）
　図７は、実施の形態の変形例５に係る内視鏡洗浄用ブラシの小径部の先端を拡大した模
式図である。図７は、左から嵌合溝３Ｅｂａの側面図、嵌合溝３Ｅｂａを先端側から見た
図、嵌合部３Ｅｂｂを基端側から見た図、嵌合部３Ｅｂｂの側面図を表す。図７に示すよ
うに、変形例５に係る内視鏡洗浄用ブラシの小径部３Ｅｂは、小径部３Ｅｂの先端に設け
られている嵌合溝３Ｅｂａと、嵌合溝３Ｅｂａに嵌合可能な嵌合部３Ｅｂｂと、小径ブラ
シ部５が設けられている先端部３Ｅｂｃと、を有する。この内視鏡洗浄用ブラシでは、嵌
合部３Ｅｂｂの両側に突出する凸部が嵌合溝３Ｅｂａの凹部に合致するように、嵌合部３
Ｅｂｂを嵌合溝３Ｅｂａに挿入し、嵌合部３Ｅｂｂの先端が嵌合溝３Ｅｂａの最奥部に当
接したら嵌合部３Ｅｂｂを９０度回転させることにより、嵌合部３Ｅｂｂと嵌合溝３Ｅｂ
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ａとが嵌合する。変形例５のように、着脱機構の構成は特に限定されない。
【００４３】
　なお、上述した変形例１～変形例５では、小径部の先端で小径ブラシ部５を含む部分が
着脱可能な構成を説明したが、これに限られない。例えば、大径部と小径部との接続部が
着脱可能とされていてもよい。この場合、小径部の長さを変えることにより、線状部材３
の長さを調整することができる。また、大径部の基端側が着脱可能とされており、大径ブ
ラシ部４が交換可能な構成であってもよい。
【００４４】
（変形例６）
　図８は、実施の形態の変形例６に係る内視鏡洗浄用ブラシの大径部と小径部との接続部
を拡大した部分断面図である。図８に示すように、変形例６に係る内視鏡洗浄用ブラシの
大径部３Ｆａは、ネジ穴部３Ｆａａを有し、内部に小径部３Ｆｂが挿通される管状部材で
ある。小径部３Ｆｂは、線状部材３が延伸する方向に沿って設けられた複数のネジ部３Ｆ
ｂａを有する棒状部材である。この内視鏡洗浄用ブラシでは、長さ調整機構は、ネジ穴部
３Ｆａａとネジ部３Ｆｂａとからなる固定機構を有する。固定機構は、大径部３Ｆａから
小径部３Ｆｂが突出する長さを調整した状態で互いの位置を固定することにより線状部材
３の線状部材３が延伸する方向の長さの調節を行う。その結果、この内視鏡洗浄用ブラシ
では、洗浄する管路の長さに応じて線状部材３の長さを調整することができる。
【００４５】
（変形例７）
　図９は、実施の形態の変形例７に係る内視鏡洗浄用ブラシの大径部と小径部との接続部
を拡大した部分断面図である。図９に示すように、変形例７に係る内視鏡洗浄用ブラシの
大径部３Ｇａは、ネジ穴部３Ｇａａと、ネジ穴部３Ｇａａに螺合可能なネジ部３Ｇａｂと
、を有し、内部に小径部３Ｇｂが挿通される管状部材である。小径部３Ｇｂは、棒状部材
である。この内視鏡洗浄用ブラシでは、ネジ穴部３Ｇａａに螺合したネジ部３Ｇａｂの先
端が小径部３Ｇｂを押圧することにより、大径部３Ｇａと小径部３Ｇｂとの相対的な位置
を固定される。この内視鏡洗浄用ブラシでは、長さ調整機構は、ネジ穴部３Ｇａａとネジ
部３Ｇａｂとからなる固定機構を有する。固定機構は、大径部３Ｇａから小径部３Ｇｂが
突出する長さを調整した状態で互いの位置を固定することにより線状部材３の線状部材３
が延伸する方向の長さの調節を行う。変形例７のように、長さ調整機構及び固定機構の構
成は特に限定されない。
【００４６】
　なお、線状部材３には、長さ調整機構が長さを調節する際に用いる指標が付されていて
もよい。図１０は、実施の形態の変形例７に係る内視鏡洗浄用ブラシの大径部と小径部と
の接続部を拡大した側面図である。図１０に示すように、この内視鏡洗浄用ブラシでは、
小径部３Ｇｂに指標Ｍが設けられており、大径部３Ｇａから小径部３Ｇｂが突出する長さ
を調整することにより、線状部材３全体の長さを調整することができる。なお、指標Ｍの
構成は特に限定されず、例えば三角形等の形状や、溝、孔等であってもよい。
【００４７】
　また、小径部３Ｇｂには、ネジ部３Ｇａｂの先端が嵌まる溝が形成されていてもよい。
溝が形成されていることにより、大径部３Ｇａと小径部３Ｇｂとの相対的な位置ずれを防
止することができる。
【００４８】
（変形例８）
　図１１は、実施の形態の変形例８に係る内視鏡洗浄用ブラシの大径部と小径部との接続
部を拡大した部分断面図である。図１１に示すように、変形例８に係る内視鏡洗浄用ブラ
シの大径部３Ｈａは、線状部材３が延伸する方向に沿って設けられた複数の孔３Ｈａａを
有し、内部に小径部３Ｈｂが挿通される管状部材である。小径部３Ｈｂは、孔３Ｈｂａと
、孔３Ｈｂａから突出可能な突出部３Ｈｂｂと、突出部３Ｈｂｂを外側に付勢するバネ３
Ｈｂｃと、を有する棒状部材である。この内視鏡洗浄用ブラシでは、突出部３Ｈｂｂがい
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ずれか１つの孔３Ｈａａに嵌まることにより、大径部３Ｈａと小径部３Ｈｂとの相対的な
位置を固定される。この内視鏡洗浄用ブラシでは、長さ調整機構は、孔３Ｈａａと突出部
３Ｈｂｂとからなる固定機構を有する。固定機構は、大径部３Ｈａから小径部３Ｈｂが突
出する長さを調整した状態で互いの位置を固定することにより線状部材３の線状部材３が
延伸する方向の長さの調節を行う。
【００４９】
（変形例９）
　図１２は、実施の形態の変形例９に係る内視鏡洗浄用ブラシの大径部と小径部との接続
部を拡大した部分断面図である。図１２に示すように、変形例９に係る内視鏡洗浄用ブラ
シの大径部３Ｉａは、大径部３Ｉａの外周に形成されたネジ部３Ｉａａと、ネジ部３Ｉａ
ａに螺合可能な接合部３Ｉａｂと、を有し、内部に小径部３Ｉｂが挿通される管状部材で
ある。大径部３Ｉａは、棒状部材である。この内視鏡洗浄用ブラシでは、ネジ部３Ｉａａ
に接合部３Ｉａｂを螺合することにより、ネジ部３Ｉａａの先端の内周面が小径部３Ｉｂ
を把持し、大径部３Ｉａと小径部３Ｉｂとの相対的な位置を固定される。この内視鏡洗浄
用ブラシでは、長さ調整機構は、ネジ部３Ｉａａと接合部３Ｉａｂとからなる固定機構を
有する。固定機構は、大径部３Ｉａから小径部３Ｉｂが突出する長さを調整した状態で互
いの位置を固定することにより線状部材３の線状部材３が延伸する方向の長さの調節を行
う。
【００５０】
　図１３は、図１２のＡ－Ａ線断面に対応する図である。図１３に示すように、ネジ部３
Ｉａａの先端の内周面及び小径部３Ｉｂの外周面には互いに噛み合う溝が設けられていて
もよい。この溝により、大径部３Ｉａと小径部３Ｉｂとの相対的な回転が防止され、大径
部３Ｉａと小径部３Ｉｂとの位置ずれが防止される。
【００５１】
（変形例１０）
　図１４は、実施の形態の変形例１０に係る内視鏡洗浄用ブラシの大径部と小径部との接
続部を拡大した部分断面図である。図１４に示すように、変形例１０に係る内視鏡洗浄用
ブラシの大径部３Ｊａは、線状部材３が延伸する方向に沿って設けられた複数の凹部３Ｊ
ａａを有し、内部に小径部３Ｊｂが挿通される管状部材である。小径部３Ｊｂは、線状部
材３が延伸する方向に沿って設けられた複数の球状部３Ｊｂａを有する棒状部材である。
この内視鏡洗浄用ブラシでは、凹部３Ｊａａに球状部３Ｊｂａが嵌まることにより、大径
部３Ｊａと小径部３Ｊｂとの相対的な位置を固定される。また、この内視鏡洗浄用ブラシ
では、大径部３Ｊａが弾性を有し、小径部３Ｊｂに線状部材３が延伸する方向に沿った力
を加えると、凹部３Ｊａａから球状部３Ｊｂａが外れ、大径部３Ｊａから小径部３Ｊｂが
突出する長さを変えることができる。
【００５２】
　なお、上述した変形例６～変形例１０では、大径部と小径部との接続部に長さ調整機構
が設けられている構成を説明したがこれに限られない。例えば、長さ調整機構は、小径部
の一部に設けられていてもよい。
【００５３】
　さらなる効果や変形例は、当業者によって容易に導き出すことができる。よって、本発
明のより広範な態様は、以上のように表わしかつ記述した特定の詳細及び代表的な実施形
態に限定されるものではない。従って、添付のクレーム及びその均等物によって定義され
る総括的な発明の概念の精神又は範囲から逸脱することなく、様々な変更が可能である。
【符号の説明】
【００５４】
　１　内視鏡洗浄用ブラシ
　２　基部
　３　線状部材
　３ａ、３Ｆａ、３Ｇａ、３Ｈａ、３Ｉａ、３Ｊａ　大径部
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　３ｂ、３Ａｂ、３Ｂｂ、３Ｃｂ、３Ｄｂ、３Ｅｂ、３Ｆｂ、３Ｇｂ、３Ｈｂ、３Ｉｂ、
３Ｊｂ　小径部
　３Ａｂａ、３Ｂｂｂ、３Ｆｂａ、３Ｇａｂ、３Ｉａａ　ネジ部
　３Ａｂｂ、３Ｂｂａ、３Ｆａａ、３Ｇａａ　ネジ穴部
　３Ａｂｃ、３Ｂｂｃ、３Ｃｂｃ、３Ｄｂｃ、３Ｅｂｃ　先端部
　３Ｃｂａ、３Ｄｂａ　切欠部
　３Ｅｂａ　嵌合溝
　３Ｃｂｂ、３Ｄｂｂ、３Ｅｂｂ　嵌合部
　３Ｈａａ、３Ｈｂａ　孔
　３Ｈｂｂ　突出部
　３Ｈｂｃ　バネ
　３Ｉａｂ　接合部
　３Ｊａａ　凹部
　３Ｊｂａ　球状部
　４　大径ブラシ部
　５　小径ブラシ部
　１０　内視鏡
　１１　吸引口
　１２　送気送水口
　１３　処置具挿入口
　１４　開口部
　Ｍ　指標

【図１】 【図２】
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